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　今年は筑波大学が当番校として大会運営に携わらせていただきました。私は競技役員長として
事前の準備から当日の運営まで気の抜けないこと続きでした。普段やることのない運営に携わる
ことは非常に貴重な経験だったと思います。大会は円滑な運営があってこそ成立します。そして
それには自分だけでなく、多くの方の協力も必要です。そのことを忘れず今後の競技生活を過ごし
たいと思います。 最後に大会の開催に際し、役員関係者、参加者等多くの方の協力に感謝します。

期日：平成27年12月26日（土）～27日（日）　　会場：葛飾区総合スポーツセンター体育館

男子シングルス 男子ダブルス
優　勝　馬場　湧生 （筑波大学） 優　勝　加藤　一郎・齋藤　謙太 （帝京大学）
準優勝　下川　大樹 （筑波大学） 準優勝　上村　　聡 ・高嶋　　道 （慶應義塾大学）
３　位　内山　創平 （仙台大学） ３　位　内山　創平・菊地　裕太 （仙台大学・富士大学）
　〃　　菊地　裕太 （富士大学）  　〃　　馬場　湧生・下川　大樹 （筑波大学）

女子シングルス 女子ダブルス
優　勝　大久保敦美（筑波大学） 優　勝　綿矢　汐里・柏原　みき（筑波大学）
準優勝　阿部　　英（日本女子体育大学） 準優勝　高原美由樹・後藤　にこ（明治大学）
３　位　三島　幸子（東京女子体育大学） ３　位　加藤　美幸・山中　芹里（筑波大学）
　〃　　千々波美華（東京女子体育大学） 　〃　　細川　　栞・柿本　由乃（日本女子体育大学）

第５回全日本教育系学生バドミントン選手権大会について
競技役員長　大江　直人（筑波大学）

【役員・幹事校】
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第５回全日本教育系学生バドミントン選手権大会：優勝者のことば

男子シングルス　　馬場　湧生（筑波大学）
男子シングルスで優勝することができました。決勝は同大学の後輩、

1 ゲームを先取された状態でプレッシャーもありましたが、最後は勝
ちきれてよかったです。来シーズンに向けて、この大会で一喜一憂す
ることなく、チームとしても、個人としても、インカレ優勝を必ず達
成するという覚悟をもって、日々の練習に取り組みたいと思います。

男子ダブルス　　　加藤　一郎・齋藤　謙太（帝京大学）
 今回はダブルスのみの出場となりましたが、2 連覇することがで

きて嬉しいです。前回までは、上の学年の選手が多く、向かって
いく気持ちだっため、やりやすい面もあったのですが、今回は下の
学年が多くなってきて、勝たなければならないといったプレッシャー
もあった中、勝つことができたのは自分にとってとても大きかったと思
います。今後の大会も１つでも勝っていけるよう頑張っていきたいで
す。また、帝京魂を見せていきたいと思います。 （加藤一朗）

今回また優勝し、2 連覇できたのは嬉しかったです。ダブルスだけの出場ということもありダ
ブルスだけに専念することができました。競った場面も多々ありましたがしっかりとダブルスの
準備をしていたため勝ちにつながったと思います。今後の大会でもしっかりと準備をして臨み良
い結果を出して帝京魂を見せていけたらと思います。 （齋藤謙太）

女子シングルス　　大久保　敦美（筑波大学）
今年度最後の試合では、優勝という結果を残せましたが、課題が多

く残る試合となりました。単純にラリーを続けることしか出来ず、自
分から仕掛けていくことが出来ませんでした。来年度は私にとって最
後の 1 年となります。悔いの残らないよう、精進していきたいと思い
ます。

女子ダブルス　　　柏原　みき・綿矢　汐里（筑波大学）
今回は綿矢汐里さん（3 年）とダブルスを組んで優勝するこ

とができました。初めは、2 人のローテーションがうまくいか
なかったり、エラーが連続してしまったりと思うようにいかな
い部分もありましたが、コミュニケーションをとりながらその
問題に対して修正できたと思います。私は特に有利な展開を
作るためにコースやタイミングに変化をつけていくことを心が
けました。今回の優勝が最終目的ではなく、さらに上を目指せ

るように頑張っていきたいと思います。最後になりましたが、この大会を開催するにあたり、多くの
ご支援をして下さりありがとうございました。 （柏原みき）

今年度を締めくくる大会でもあったので、優勝することができて嬉しいです。来年は大学生
最後の１年になるので悔いの残らないように、日々精進していきたいと思います。 （綿矢汐里）


